













































































































































































































































































































































































































































































	表紙
	目次
	調査対象位置図
	写真
	1 調査団派遣の概要
	1－1 調査の背景・経緯
	1－2 調査の目的
	1－3 調査団の構成
	1－4 調査行程

	2 調査結果の概要
	2－1 当方提案の基本的考え方(4案)に関する協議結果の概要
	2－2 要請案件等に対する今後の協力の可能性・方向性
	2－3 調査結果全般に関する所感

	3 「大連市環境モデル地区計画に係る環境対策総合計画調査」に係る調査結果
	3－1 関係機関との協議及び現地調査結果
	3－2 協議・調査結果を踏まえた可能性のある協力構想(案)
	3－3 今後の協力の方向性と検討課題

	4 「重慶市大気汚染総合対策計画調査」に係る調査結果
	4－1 関係機関との協議及び現地調査結果
	4－2 協議・調査結果を踏まえた可能性のある協力構想(案)
	4－3 今後の協力の方向性と検討課題

	5 「中国西南地区大気汚染/酸性雨対策に係る技術協力計画」に係る調査結果
	5－1 関係機関との協議及び現地調査結果
	5－2 協議・調査結果を踏まえた可能性のある協力構想(案)
	5－3 今後の協力の方向性と検討課題

	6 「貴州省猫跳河流域(紅楓・百花湖水域)水環境総合対策調査」に係る調査結果
	6－1 関係機関との協議及び現地調査結果
	6－2 協議・調査結果を踏まえた可能性のある協力構想(案)
	6－3 今後の協力の方向性と検討課題

	7 自然環境保全分野に関する調査結果
	7－1 自然保護区、生物多様性保護等の現状と問題点
	7－2 自然環境保全分野における要請案件の概要と協力の可能性
	7－3 協力実施上の制約要因と今後の検討課題

	8 その他の調査結果
	8－1 その他の要請案件の概要と協力の可能性
	8－2 協力実施上の制約要因と今後の検討課題
	8－3 今後の具体的協力を進めるに当たっての全般的留意事項

	付属資料
	資料－1 主要面談者リスト
	資料－2 入手資料リスト
	資料－3 主な入手資料の内容
	資料－4 要請案件リスト(一覧表)
	資料－5 外国援助案件リスト(一覧表)
	資料－6 主要な協議議事録

	図目次
	図－1 中国の保護区
	図－2 自然保護区の指定及び管理における政府機関の関係
	図－3 自然保護区法制の体系
	図－4 自然保護区の管理機構
	図－5 野生生物に関する行政管理機構
	図－6 生物多様性保護の為の行政機構

	表目次
	表－1 大分類群別の中国と全世界の生物種類
	表－2 自然保護区の変遷(1956～1993年)
	表－3 自然保護区の総括
	表－4 大分類別、脊椎動物・高等植物の種数と希少種数
	表－5 《生物多様性条約》協調組
	表－6 雲南省生物多様性保護委員会メンバー
	表－7 雲南省生物多様性学術委員会名簿
	表－8 自然保護、野生動物保護関係協力事業一覧
	表－9 中国保護区の一覧表
	表－10 中国の希少動物(哺乳類)
	表－11 中国の希少動物(鳥類)
	表－12 中国の固有動物種(鳥類)
	表－13 中国の希少動物(爬虫類)
	表－14 中国の希少動物(両生類)
	表－15 中国の希少動物(魚類)
	表－16 中国の希少動物(昆虫)
	表－17 中国の希少無脊椎海洋動物
	表－18 中国の希少植物
	表－19 中国の希少家畜禽類
	表－20 中国の希少農作物類

	裏表紙

